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1．この会社が目指す姿が理解できるか（将来） 

 結論：将来像とその道筋を図と具体的文章によって理解しやすい報告書になっていた。一

方でその数値の実現可能性という観点では改善の余地がある。 

 

長期ビジョンとして「Innovation for the Earth~サステイナブルな社会の実現に向けて、LIFE

の基盤を支え、未来に続く安心を創造します~」を掲げている。そのうえでそのビジョンを

達成するための目標として定性・定量の 2 軸で方向性を掲示している点が分かりやすかっ

た。 

また、特に優れている点はビジョンを達

成するためにどのように実現していくか

の筋道を分かりやすい図で表現している

点だ。この図の後に成長イメージを定量的

に掲示し、その後、各事業領域で取り組ん

でいくことについて具体的に記述されて

いた。これにより会社が目指す像が明確化

するだけでなく、実現可能性が高そうに感

じることができた。 

一方で、2025 年から 2030 年にかけて海

外売上高を 4800 億から 1 兆円にするとい

う目標はこれまでの実績を踏まえると厳

しいのではないかと感じた。改善点としては今回が海外事業の飛躍的成長を実現しうる明

確なプランを掲示することだと考える。 

 

2．この会社の競争優位性が理解できるか（現在） 

 結論：競争優位性は理解できる内容であったが、さらにグループ会社ならではの競争優位

性があればより優れた報告書になる可能性が高い 

 

社是３S 精神（Service、Speed、Superiority）を強みと考え、この３S 精神を中心としたビ

ジネスモデルを展開している。またグループとして各事業でこの３S 精神がどのように活き

ているのかを理解しやすい展開だった。特に各事業を同じモデルで表現している個所は貴

グループ独自の表現方法ではないかと思う。 



また、事業においては海外ですでに

全体の 3 割の収益を上げている点は

今後ますますグローバル化が進む中

で強みとなる可能性が高いように思

えた。 

一方でグループ会社だからこそ各事

業のシナジーこそ貴社の競争優位性

となるのではないかと思う。もしそ

うしたシナジーがあるのであれば、

それを明確に記述すべきだと考え

る。 

 

3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか（変化） 

 結論：持続性があると感じた。 

 持続性が感じられたのは先取り・加工・変革の３S 精神が各事業で浸透しており、特に挑

戦する風土を大切にしている貴グループは現状の成果に留まらず、今後も発展し続けるの

ではないかという期待を抱くことができた。 

その理由は 2 つある。1 つは過去の事業変革である。積水化学グループがどのような軌跡を

たどってきたのか、どのように変革し規模拡大に努めてきたのかが明確に理解できた。1 点

改善点を挙げるならば各変革がどのような先取りや加工における技術力を生かしてきたの

かという記載があるとより競争優位性が明確になったと思う。 

 

もう１つは今後の強化領域と革新領域である。 

高い目標を掲げる貴グループは海外市場を先取りし、規模の拡大を図る意思を読み取るこ

とができた。中でも現有事業の強化領域と先を見越した革新領域を定め、具体的に記述して

いる点は貴グループの将来性を感じた。 

 



 

4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

 結論：十分に達成可能な環境であるとは思うが、客観的な情報がやや欠けていて信ぴょう

性が低い 

 「全員の挑戦が社会課題解決への貢献に繋がる姿」を目指し、その達成に向けて長期ビジ

ョンを設定している。私はこの報告書を読んで挑戦の風土に魅力を感じた。特に具体的な取

り組みの例としてトップと会などがあると知り、魅力を感じた。一方で具体的な記述はそれ

までで実際に挑戦する風土を作るために何をしているのか分からなかった。また、人的資本

に関してはより客観的な記述が求められる。よってアンケート結果を数値化したり、実際に

働く人の声を入れたりすることが重要だと考えた。 

 

 

 

5．報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

 よかった点 

① 視覚的に情報が伝わりやすい構成であった点。 

統合報告書全体を通して視覚的に伝わりやすいものであった。１～４の中でも何度も図が

分かりやすいという記述をしたが、全体を通してその傾向は顕著であった。 

② 1 ページ目で貴グループの情報開示体系を図として明らかにしていた点。 

統合報告書がどのような情報開示を目的として作成されているのかがしっかり伝わるもの

であった。これによりたとえ情報が不足していたと感じた場合にもどの IR 資料を拝見すれ

ばよいのかが分かりやすくなると感じた。 



 

改善点 

① 全体として色味が単一的 

これは一長一短な側面であるという認識をしている。貴グループのコーポレートカラ

ーとして青色で統一した報告書は統一感があり良かった点であると思う。一方で同じ

青が続くと章ごとの切れ目が分かりにくく、読者が読みにくいと感じてしまう可能性

がある。私個人の意見ではあるが、複数の色を使うか、青色の中でも少し色味を変え

るなどの工夫があると読者に伝えたい内容が伝わるのではないだろうか。 
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